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今回のテーマは 「文明の地域性」 ということだが、実は企画 した我々 も、悩んだ。現代文明

とい うものが何か問わなければな らない。そういう時 に我々が何か言わなければな らないとい

うことはわかっていたが、何にピン トを当てて、どうい う題で シンポジウムを開いたらよいか

決 まらなかった。そ こである長老が このテーマはどうか ということで、 「あ あそれがいい」と

いうので決まった。`

正直言 って今 日の発表者 は本当に困られたと思 う。 「地域」 と言 って も取 り上げ方によって

本当にバラバ ラで、AO1か らBO3ま であるが、それぞれ違 ったバイヤスで見ているん じゃない

かと思 うからである。例えば私の場合だ と、地域 というものを地面ばか り見ていて、人のこと

をあまり見ていない。文化人類学や社会学の人だと、自然 も見てお られるのだろうが、 しか し

それよりも人をよ く見ている。また、地域の固有性 というか、一っの所だけをずっと見ている

人 もいるかもしれない し、広 く他地域 と比較 しなが ら見ている人達 もいるか も知れない。学者

は皆専門にかたよったバイヤスで物をみるのだろ うが、本当はそれでは具合いが悪いのではな

いだろうか。できればそんな色眼鏡ではな く、 もうち ょっと素人 っぼ く、全部含めた形で、な

おかっ 「地域性」というものを考えてみたい。現代文明を問 うということはそういうことでは

ないかと感 じている。

また 「文明」とい う言葉 にも問題がある。r文 化」は個別生態に依存 した もので、 「文明」

はもっと普遍的なものであるとい う言い方をす るが、これも考えると、 これだけ価値の転換を

迫 られている時には、間違 いなのか も知れない。そ ういう意味で言 うと 「地域性」に しろ 「文

明」にしろ、本当はデフィニシ ョンがない。 もっと言 うと、今だか らこそ既存のデフィニショ

ンを打ち破 って こうい うことを議論 しなければな らないのだろ う。 とにか く問題の所在はわ

かっているのだから、それぞれ自分なりの切 口で、 自由な発表を して頂 ければと思 っている。
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